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論文内容の要旨
本論文は CBN (立方晶窒化棚素)砥石を超仕上げ加工に適用した際の，加工精度と経済性という相反する要求を
満たす使用法の究明を目的とし，軸受け鋼に対する加工特性を実験，切りくずの顕微鏡観察，数値シミュレーション
を通じて得られた知見をもとに適切な加工条件を解明し，新しい砥石の開発，および高精度加工装置の開発を行った
研究をまとめたもので 7 章より成り立っている o
第 l 章では，超仕上げ加工の現状を明らかにし， CBN 砥粒を用いた砥石の必要性，および問題点について述べて
いる。
第 2 章では，砥石の基本となる機械特性(硬さ，曲げ強度)測定と号|っかき試験を多種の砥石で行い， CBN 砥石
が優れた切削性能を有することを示している o
第 3 章では， CBN 超仕上げ加工の基本的な加工特b性 iこ関する実験を行い，在来砥石と比較して，加工能率と仕上
げ比(加工量/砥石摩耗量)が高い一方で，仕上げ面が粗くなるので，必要な面精度を保つためには細かい粒度の砥
石を使用すべきことを明らかにしているo また，加工現象の支配要因として切りくずの挙動.並びにその細かさと均
一性を指摘している o
第 4 章では，切りくずの生成機構を号|っかき試験と SEM 観察から究明し，切りくず生成の部位と特徴を明らかに
している。また，砥粒軌跡の平均交差角の概念、を新たに導入し，その重要性と仕上げ性能へ及ぼす影響を示しているo
更に固体接触理論により仕上げ面組さと仕上げ量を求める数値シミュレーションを行い，実験値と比較し定性的に一
致することを示している。
第 5 章では，高加工能率，低砥石摩耗，低目ずまり特性を合わせて持つ砥石として，砥石中に大直径気孔を分散さ
せた多孔性砥石を提案し，広範囲の実験により砥石の最適構造を求め，その効果を明らかにしている o
第 6 章では，静圧空気軸受け摺動面を機械要素に用いた新しい高精度超仕上げ装置を試作し，仕上げ面粗さの実用
的到達限界を検証しているo その結果，仕上げ面組さは従来にない微細な砥石圧力の変化で制御でき， 0.01μm Ra 
以下の鏡面も達成できることを明らかにしている o
第 7 章は総括で，各章の主要な研究結果をまとめている o
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論文審査の結果の要旨
超仕上げ加工は機械部品の精密仕上げ加工法の中でも重要な成熟技術として定着しているが，最近の超高精度加工，
無人化加工の要求が高まる中で，いわゆる超砥粒の一種である CBN (立方晶窒化棚素)砥粒砥石の導入によって新
しい展開を見せている。しかも CBN 超仕上げ砥石の加工機構は在来砥石のそれとはかなり異なると予想されること
から，その解明が強く望まれている。
本研究は，微粒 CBN 砥石による超仕上げ加工について，加工特性を体系的に究明し，それをもとに新しい砥石構
造と有効な利用法を提案した研究をまとめたもので，特に次の諸点が注目される。
1) CBN 超仕上げ砥石の加工機構が，在来のAl z 0 3 • SiC 砥石のそれとは異なり，最終仕上げ過程においても微細切
刃の切削によるものであることを精密な実験と理論解析によって示している。
2 )加工特性を支配する重要な加工条件として従来のパラメーターに加えて，新しく平均交差角の概念を導入し，そ
の有効性を示している。
3) 詳細な光学並びに電子顕微鏡観察をもとに，加工結果を支配する重要な因子として切りくずの挙動を指摘， この
観点からの好ましい砥石構造として新しく多孔性砥石を提案し，その有効性を実証しているo
4) これらの解析をもとに CBN 微粒超仕上げ砥石の有効利用法として，新しく低圧仕上げ法を提案しその可能性を
実証している。
以上のように本論文は，機械部品の高精度高能率仕上げ法としての CBN 超仕上げ法に関し，現象理解の体系化，
新しい可能性の提示を行うなど，多くの有益な知見を得ており精密加工学に寄与するところが大きい。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める O
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